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令和元年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

 島根県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

島根県立隠岐島前高等学校 島根県教育委員会 公立 

 

１．特別の教育課程を編成・実施している学校及び自己評価・学校関係者評価の結果公表に

関する情報 

学 校 名 自己評価結果の公表 学校関係者評価結果の公表 

島根県立隠岐島前高等学校 http://www.dozen.ed.jp/news/2804/ http://www.dozen.ed.jp/news/2804/ 

 

２．特別の教育課程の内容 

（１）特別の教育課程の概要 

学習目標は関連する科目において基礎的知識を学びながら地域の生活習慣や特徴を知り、

地域をフィールドとして、地域課題に取り組むことである。「保健体育・保健」を「保健分

野」、「家庭・家庭基礎」を「家庭分野」「社会と情報」を「情報分野」とし、「総合的な探究

の時間」を連動させ身近な地域課題を自分のこととして考え、行動できる人材を育成する。 

 

（２）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性 

現行の教科・科目である「保健体育・保健」「家庭・家庭基礎」「情報・社会と情報」にお

いては、これまでも、グローカル人材を育成する観点から地域の身近な事例を活用すること

で体験的な学習を行ってきたが、各教科の地域課題は相互に関連しており、現行教科の枠組

みでは地域課題を十分に掘り下げることができておらず、各教科の地域関連領域の理解の深

化も不十分である。地域の生活に目を向け、普段の生活のなかから課題を見つけ探究活動を

進めることは、生徒たちが生きていくために、または社会人基礎力を構築させるために各教

科の基礎的な知識や技術を身に付けさせながら、共通テーマを掲げて各教科で連携できるシ

ステムを編成し教育を実施する必要がある。 

 

（３）特例の適用開始日 

 平成２８年４月１日 

 平成３１年４月１日 変更  

 

（４）取組の期間 

 令和３年３月３１日まで 

 

 



２．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

①教育課程全体については、教科主任会・教育課程編成委員会・職員会議などにおいて適

宜状況の報告や課題事項についての検討を行っている。 

②「地域生活学Ⅰ」、「地域生活学Ⅱ」については、それぞれ週１回、授業担当者での打ち

合わせを実施し、日々の授業についての振り返りや調整を行っている。 

③総合的な探究の時間と地域生活学（地域）の部分は１年学年部、２年学年部ともに週１

回打ち合わせを実施し、毎回実施した授業の振り返りや次回授業の打ち合わせ、併せ

て生徒情報の共有を行っている。 

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 

  ＜特記事項＞ 

学校説明会や島留学オープンキャンパスなどでも必要に応じて説明している。２年生は、 

「地域生活学Ⅰ」の後半（１年次３学期）から「地域生活学Ⅱ」の前半（２年次１～２学期）

で実施した共通分野におけるチームごとの探究学習の成果について、シンガポール海外研

修や、全校生徒と保護者を含む地域住民に向けた成果発表会において、プレゼンテーショ

ンを行った。またこれらの活動の様子は、日々の活動に併せ本校のホームページで随時、紹

介している。 

 

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している学校の教育目標との関係 

生徒たちにはつながりを意識させることで、教室で学ぶことと地域活動で体験的に学ぶこ

との関連性を見出すなど「つなげて考える力・行動する力」を養うことができる。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

今年度から地域生活学Ⅰのなかに「総合的な探究・１H」を入れて実施している。総合的

な探究の時間と地域生活学（地域分野）の時間をうまく活用しながら、探究活動のベースづ

くりが進められている。学校目標に照らし合わせた１年学年部目標として１学期は、「自分

を知る」「協働の方法を身につける」「探究の基礎を身につける」２学期は「自分への理解を



深める」「地域への理解を深める」という共通テーマを設定し進めている。他者を理解しチ

ームで協働したり、主体的に地域に出向いたり活動する生徒が増えている。その一方で、生

徒が行っている探究活動と日々の教科学習およびキャリア学習が生徒自身のなかで繋がっ

ておらず、生徒個人の進路決定に生かし切れてない現状がある。 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

自分の生活と地域を繋ぐという視点を大切にしながら、１年次は基礎的知識や技能の習得、

および探究活動に必要な資料の見つけ方や調べ方、データ比較・検証の仕方などを習得する。

また、地域で活動するためのマナーを身に付け、与えられたテーマをもとにチーム活動を行

い、他者との協働性を高めたり、スケジューリングができるようになるなど、２年次に行う

地域生活学Ⅱでの探究活動のベースづくりを中心に行うことを理解させたい。 

２年次においては、生徒のしたいことの体験や何らかの活動をして（イベントで）終わり

にならないように、問いの設定をしっかりとし、情報収集や情報分析をもとに探究活動が進

められるように導く必要がある。また各教科での学びや知識を結びつけて探究活動が行える

ようなテーマの設定をさせるとともに、日々の教科指導において何ができるかを考え、着実

に実践していくことが大切である。その他、探究の進め方においても、自分たちの眺めたい

ように社会を眺めるのではなく、対象となる社会の論理に寄り添うことが重要である。地域

や地域の人、その状況に関わるということは、地元の方から話をきくことや体験にとどまら

ず、その地域の暮らし方やものの見方を含め理解していかなければならないと考える。また、

記録作成の過程を大切に（ｅ－ポートフォリオ）自分のものの見方や考え方を明らかにして

いくことも重要であり、キャリアや社会人基礎力の構築への手掛かりや礎となると考える。 

 


